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3 . スクレーパ一類 （No.l 02 ~ 104 第29図、 写真図版38)

剥片の側縁に連続的な調整を施して刃部を作り出したものをスクレーパ一類とした。 102～ 1 04のいずれ

も鋭角な刃部であり削器と考えられる。石質はほとんどが頁岩である。

4. ピエス ・ 工スキーユ （No.1 05～ 113 第29 ・ 30図、写真図版38)

対向する両側辺に階段状、またはリングの密な剥離や打滅痕が認められるものを 9 点図化した。全て 1 対

の剥離で 2対のものはない。石質はほとんどが頁岩である。

5 . 細部調整剥片 （No.114～117 第30図、写真図版38)

細部調整が行われた剥片で定形的な刃部とは認め難いものを一括した。いずれも連続的な調整が施されて

いる。調整痕の状況から 1 14、 115は削器、 1 16、 11 7は掻器の可能性が高いと考えられる。

十

6 . 石斧 （No.118～139 第31～34図、写真図版39 ・ 40)

磨製石斧、打製石斧、 及びそれらの未製品と思われるものを一括した。欠損して出土しているものが多い。

全体が研磨されているもの、細かい敵打により器形や刃部が成形されているもの、 細かな敵打と剥離調整に

より器形や刃部が成形されているもの、剥離調整のみによ り器形や刃部が成形されているものの大きく 4 つ

に分類する乙とができる。石質ははんれい岩とひん岩が多数を占める。

118～ 120は磨製石斧で器面全体に入念な研磨が施されているが、いずれも基部が欠損している。 12 1 、

1 22は細かい敵打により器形、刃部が成形されている。 121は刃部がI12a4 ク、 リッ トから、基部がI12e4グ

リ ッ トから出土した接合品で、刃部先端には使用痕が顕著に認められる。 1 23～ 1 25は細かな敵打と剥離調

整によって刃部、器形が成形されている。 123は基部を欠損しているが、両面共細かな敵打による調整後、

縁辺から刃部にかけて剥離調整により成形されている。 124は刃部を欠損しているが、片面は細かな敵打で

調整し、もう片面は自然面を残し両面共縁辺部を剥離調整により稜線を作り出している。 125は片面を剥離

調整後、やや粗い敵打により器形が成形されている。もう片面は大きく自然面を残し両縁辺共剥離調整の後、

やや組い厳打により器形が成形されている。 刃部は片面が自然面のままで、もう片面は剥離調整によ り 刃部

を作り出している。 1 26～ 1 29は細かな敵打により調整された後、刃部が研磨されている。 126は細かな敵

打による調整の後、器面中央から刃部にかけて研磨されている。 1 27は細かな蔽打の後、片面刃部先端を研

磨している。 1 28は両面共剥離調整後、やや組めの敵打で調整し片面の刃部先端を研磨しているが、 半分は

使用時に剥離している。 1 29は刃部のみの出土のため全体的な器形調整の把握はできないが、剥離調整の後、

片面は細かな敵打によ り調整され刃部先端が研磨されている。 1 30は基部のみの出土で細かな敵打の調整に

より成形され、片面先端部の一部に自然面を残しそこに研磨痕が見られる。

1 3 1～ 1 38は打製石斧で自然面を大きく残し剥離により器形、 刃部が成形されている。 139は上下両端が

張り出して中央部が括れている器形で、剥離調整により小型であるが分銅形に成形されている。刃部の一方

は両面から剥離調整し、もう一方は片面のみを剥離調整し刃部を成形している。

十

7. 石錘 （No. 140 第34図、 写真図版40)

機の長軸両端部に挟りを有するもので本調査区からは 1 点のみの出土である。両面からの剥離により挟り

を作り出している。石質はホルンフェルスである。
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8. 凹石 川o.141～143 第34図、写真図版40)

擦の平坦面に凹みが見られるものである。 14 1は片面に、 142、 143は両面に凹みが見られる。

9 . 磨石 （No. 144～ 147 第34 ・ 35図、写真図版40 ・ 41 )

本調査区から 4点出土した。 144は平坦な円磯の片側平坦に磨面が見られる。 145は一方に連続的な剥離

で磯器状に刃部を作り出し、その l 側面に磨面が見られる。 磨部はもう少し長めであったと考え られるが欠

損により途切れている。 146は断面が四角形状で l 側面に磨面が見られる。 147は断面が三角形状の縦長の

自然礁を用いその綾に細長い磨面が見られる。

-f 

10. 融石 （Ni口 148～164 第35～37図、写真図版41～43)

自然磯の先端や平面あるいは側辺に敵打痕が集中するものである。これらの中には敵打痕の他、磨痕が加

わったと見られるものもある。 148は円磯の片平面に、 149は円磯の l 側辺に敵打痕が見られる。 1 5 0は断

面、平面共に三角形で、うち 1 角に敵打痕が見られる。 151 、 152 も円礁で l 側辺に敵打痕が見られる。

153は円礁で大きく欠損しているが、残存する縁辺部に敵打痕が見られる。 154も円磯で片面を連続剥離し

刃部とした機器状のもので、残存部側辺に敵打痕が見られる。 1 55は扇平な円磯で片面を剥離させ磯器状に

刃部を作り出したと考えられ、先端を潰すように敵打痕が見られる。 156、 157, 159 も円磯の片面を剥離

させ機器状の形状で先端部に敵打痕が見られる。 158は一方の両面から剥離によ り稜線を作り出しその先端

部が敵打されている。 160、 161は 2側辺に敵打痕が見られる。 162は両平面と l 側辺に敵打痕が見られる。

163は肩平な円礁の 1 平面両端に蔽打痕が見られる。 164は肩平な円礁で4側辺に敵打痕が見られる。 十
11. 融磨石 （恥165 第37図、写真図版43)

前述のとおり敵石の中には磨痕が加わったと見られる ものが若干あるが、判然とせず断定し難い。 165は

明 らかに複合して観察されるために本器種を設定した。 円形基調の礁の側縁のほぼ全周に敵打痕と磨痕の両

方が見られる。石質はホルンフェルスである。

1 2. 調整痕を有する蝶（No.1 66～ 1 70 第38図、写真図版43)

機石器の内、 6 の石斧～1 1の敵磨石の分類にあてはま らないものを一括した。 刃部状のものを作り 出し

でも使用痕跡が判然としないものもある。中には石斧や磯器、半円状扇平打製石器の可能性があるものも含

まれる。 166は 1 側辺を両側から剥離させ刃部を作り出している。 167は片面を 自然面のままでもう片面は

剥離調整がなされる。 168は細長い磯の一方の両側を剥離させ刃部状のものを作り 出じ、さ ら にその剥離面

両側共に磨痕が見 られる。 169 も両面から剥離調整 し刃部を作り出してお り 、 一部に使用痕が見られる。

170は肩平楕円形の磯の片面両端を剥離調整している。

3. 鉄製品（恥171～173 第39図、写真図版44)

木根中か ら出土した。 171 、 172は釘でいずれも欠損品である。 171は長さ 6.6cm、最大幅l .4cm、 最大

厚8.3cmを測り、 重さ l 7.7gであ る。 172は長さ l.8cm、 最大幅3.5cm、 最大厚l. lcmを測 り 、 重さ 9.7gで

ある。 173は不明品である。
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4. 煙管（No. 174 第39図、写真図版44)

rh 
γ 

表土直下から出土した。長さ 12.lcm、最大幅、最大厚共0.9cmを測る。火皿の径l .Ocm、 吸口 の径

0.6cm、吸口の穴の径0.2cmを測り、重さ 19.lgである。材質は銅一亜鉛合金製で雁首、吸管、吸口部分が

一体の延べ煙管である。

5. 銭貨（No. 175 第39図、写真図版44)
木根中から出土した。 直径2.4cm、重さ 9.52gを測り、 材質は青銅製である。 表面は猿が馬を曳く図柄を

持ついわゆる「駒曳銭」 で、絵銭 （厭勝銭、まじないぜに） の 1 種である。裏面には 「賓」の文字が見られ

る。
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デ
1
0
Y
R
6/
3
 
7
.5
Y
R
6
/4
 
微
砂

・
細
砂

良
6
 

ミ
ガ
キ
7.
5
Y
R
4/
3
 
5
Y
R
4/
2
 
微
砂
少
量

良
6
 

7
.5
Y
R
6/
4
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
粗
砂
、
細
傑

良
7
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
4/
2
 
10
Y
R
6
/3
 
微
砂

・
細
砂

良
外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

7
 

ミ
ガ
キ
7
.
5
Y
R
5
/4
 
2
.
5
Y
4/
l 
微
砂
細
砂

良
11:

J.8
、9
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
1
 

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5/
3
 
2
.
5
Y
5
/
l
 
微
砂

・
細
砂

良
No

.7
、9
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
1
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
5
/
2
 
1
0
Y
R
4/
l
 
微
砂
・
細
砂

良
No

.7
、8
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
1
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R4
/2
 
7
.
5
Y
R4
/2
 
微
砂
少
量

良
好

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/2
 
1
0
Y
R
5/
3
 
微
砂
・
細
砂

良
7
 

十
色

調
内
面

胎
土

焼
成

備
考

分
類

外
面

内
面

ナ
デ
7.
5
Y
R
5
/
2
 
1
0
Y
R
4/
l
 
微
砂

・
細
砂

良
No

.2
1、
2
2
と
同
一
個
体
の
可
能
1
 

性
有
、
外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

ナ
デ
7
.
5
Y
R
5/
4
 
1
0
Y
R
5
/2
 
微
砂
・
細
砂
、
細
磯

良

ナ
デ
7
.
5
Y
R
4/
3
 
7
.5
Y
R
5
/3
 
微
砂
、
細
礁

良
好

ナ
デ

、
1
0
Y
R
5
/
2
 
1
0
Y
R
6
/3
 
微
砂

・
細
砂

良
No

.1
8
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有

鰭
状
突
起

ナ
デ
7
.5
Y
R
5
/
3
 
1
0
Y
R
5
/3
 
微
砂

・
細
砂

良
波
状
口
縁
部

1
 

「



」 十 て
可

(
X
)
 

r、
コ

1
8
 
2
3
 

1
9
 
2
3
 

2
0
 
2
3
 

2
1
 
2
3
 

2
2
 
2
3
 

2
3
 
2
3
 

2
4
 
2
3
 

2
5
 
2
3
 

2
6
 
2
3
 

2
7
 
2
3
 

2
8
 
2
3
 

2
9
 
2
3
 

3
0
 
2
4
 

3
1
 
2
4
 

3
2
 
2
4
 

3
3
 
2
4
 

3
4
 
2
4
 

3
5
 
2
4
 

3
6
 
2
4
 

3
7
 
2
4
 

3
8
 
2
4
 

3
9
 
2
4
 

4
0
 
2
4
 

4
1
 
2
4
 

3
3
 
H
l
2
a
3
 

II
層

3
3
 
H
l
2
b
2
 

ill
層

3
3
 
H
l
2
b
2
 

II
層

3
3
 
G
l
2
a
5
 

E
廊
下
位

3
3
 
G
l
2
d
4
 

ill
賠

3
3
 
G
l
2
 
試
掘
ト
レ
ン
チ

3
3
 
木
根
中

3
3
 
木
根
中

3
3
 
11
2
c
3
 

II
層

3
3
 
H
l
2
c
4
 

II
層

3
4
 
F
9
木
根
中

3
4
 
E
4
木
根
中

1
4
.3 

3
4
 
H
l
2
d
 1
 
E
厨

(4
.1
)
 

3
4
 
表
土
中

3
4
 
表
土
中

3
4
 
表
土
中

3
4
 
F
9
 

II
層

3
4
 
H
l
2
b
3
 

II
庖

3
4
 
F
6
 
遺
構
検
出
面

3
4
 
H
ll
 e
 5
 

II
層

3
4
 
H
ll
 e
 5
 

I
層

3
4
 
H
l
l
 e
 5
 

II
層

3
4
 
H
l
2
 e
 3
 

II
層

3
4
 
I
 1
2
a
 5
 

II
層

深
鉢
・
胴
部

深
鉢
・
胴
部

深
鉢
・
胴
部

深
鉢
・
胴
部

i票
鉢
・
口
縁
部

深
鉢
·
！
同
部

深
鉢

.
n岡
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢
・
胴
部

深
鉢

・
胴
部

1
2
.8
 
6
.4
 
深
鉢
・
略
完
形

(1
2
.6
) 
5
.0
 
壷

・
頚
部
～
底
部

深
鉢

・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

i栗
鉢

・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢
胴
部

深
鉢
胴
部

rh
 
γ
 

R
L
 (
0
段
多
条
）
縦
位
、
沈
線
区
画
、
磨
消
縄
文
（
充
境
）

沈
線
区
画
、

L
無
節
縦
位
（
充
填
）
、
謄
消
縄
文
（
充
填
）

沈
線
区
画
、
L
無
節
縦
位
・
横
位
（
充
填
）
、
磨
消
縄
文

（充
境
）

R
L
 (
0段
多
条
）
縦
位
、
沈
線
区
画
、
磨
消
縄
文
（
充
頃
）
、

癌
状
突
起
、
連
続
刺
突
、

口
唇
部
上
端
沈
線
口
縁
部
沈
線
、
癌
状
突
起
、

連
続
刺
突

R
L

(O
段
多
条
）
縦
位

・横
位
、
沈
線
区
画
、

J砦
消
縄
文
（
充
填
）

R
L

(O
段
多
条
）
績
位
・
縦
位
、
沈
線
区
画
、
磨
消
縄
文
（
充
填
）

L
R

(O
段
多
条
）
縦
位
・
横
位
、

j尤
線
区
画

、磨
消
縄
文
（
充
填
）

沈
線
、

L
無
節
横
位
（
充
填
）

沈
線
、

L
無
節
横
位
（
充
填
）

沈
線
（
渦
巻
状
）

、
L
R

?

口
縁
部
沈
線

、
ナ
デ
胴
部
上
半

L
R
多
方
向
、
沈
線
区
画

、
磨
消
縄
文
（
充
境
）
（
入
組
状
文
ワ
）
阿
部
下
半

ミ
ガ
キ

頭
部
～
胴
部
上
半
沈
線
区
画

、
L
無
節
機
位
（
充

I具
）
、
磨
消
縄
文

（
充
境
）
（
入
組
状
文
？
）
胴
部
下
半

ミ
ガ
キ

耳
状
突
起

、L
R

(O
段
多
条
）
横
位
、
沈
線
区
画
、
磨
消
縄
文
（
充
填
）

L
R
 (
0段
多
条
）
横
位

、沈
線
区
画

、謄
消
縄
文
（
充
填
）
ワ

L
R
 (
0
段
多
条
）
積
位

、沈
線
区
画
、
謄
消
縄
文
（
充
填
）

L
無
節
横
位
、
沈
線
区
画
、
磨
消
純
文
。

沈
線
区
画

、
L
無
節
横
位
（
充
填
）
、
磨
消
縄
文
（
充
填
）

沈
線

隆
沈
線
（
円
形
文
）

隆
沈
線
（
渦
巻
文
？
）

隆
沈
線
（
円
形
文

、
楕
円
形
文
）

隆
帯
文
（
縄
文
施
文
）
、
沈
線

隆
帯
文
（
L
無
節
施
文
）

、
沈
線
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〆k γ
 

ト

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
2
 
1
0
Y
R
6
/3
 
微
砂
・
紺

l砂
良

No
.1
6
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
1
 

ナ
デ
7
.
5
YR
4/
l 
7.
5
Y
R
5
/
3
 
微
砂
・
綱
砂

脆
弱

No
.2
0
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
、
1
 

外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

ナ
デ
7
.5
Y
R
4
/
2
 
7
.5
Y
R
5/
3 
微
砂
・
細
砂

脆
弱

No
.1

9
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
l
 

ナ
デ

1(
]Y

R
4/

l
2
.5
Y
4
/
l
 
微
砂

・
細
砂

良
tll

.1
3

、2
2
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
1
 

ナ
デ
2
.5
Y
4
/
l
 
7
.5
Y
R
4
/
l
 
微
砂
・
細
砂

良
波
状
口
縁
、

No
.1
3

、
2

1
と
同
一
1
 

個
体
の
可
能
性
有

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
2
 
1
0
Y
R
6
/
2
 
微
砂

・
細
砂

脆
弱

摩
滅
著
し
い

1
 

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/3
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂

・
細
砂

脆
弱

内
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

1
 

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5
/
3
 
7
.5
Y
R
4
/
2
 
微
砂
～
粗
砂

良
1
 

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
3
 
1
0
Y
R
4
/
l
 
微
砂
～
粗
砂

良
恥

2
7
と
同
一
回
体
の
可
能
性
有
1
 

ナ
デ
ワ
7
.5
Y
R
6
/
4
 
1
0
Y
R
4/
l 
微
砂
・
細
砂

良
No

.2
6
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
1
 

ミ
ガ
キ
？
7
.5
Y
R
5/
3 
7.
5
T
R
3/
l
 
微
砂

・
紺

l砂
脆
弱

摩
滅
著
し
い

1
 

ナ
デ
7
.5
Y
R
4
/
2
 
1
0
Y
R
3
/
2
 
微
砂
～
粗
砂

良
外
商
カ
ー
ボ
ン
付
着

1
 

ナ
デ
5
Y
R
4
/
4
 
1
0
Y
R
3/
l
 
微
砂
～
粗
砂

良
黒
斑
有

1
 

ミ
ガ
キ
5
Y
R
5
/
4
 
1
0
Y
R
3/
l
 
微
砂
～
粗
砂

良
tl

l.
32

、
33
と
同
個
体
の
可
能
性
有
、
1
 

大
型
突
起
、
内
外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
6
/
4
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
組
砂
、
細
磯

良
tll

.3
1

、3
3
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
l
 

十
ミ
ガ
キ
7
.
5
Y
R
5
/
4
 
I
O
Y
R
4/
l
 
微
砂
細
砂
、
細
傑

良
tl
l.
3L
32
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
I
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/
2
 
2
.5
Y
6
/
2
 
微
砂
少
量

良
1
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
4
/
l
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
組
砂

良
1
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
6
/
3
 
7
.5
Y
R
5/
4
 
微
砂
少
量

良
好

2
 

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5
/
4
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
微
量

良
tl

l.
38

、3
9
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
2
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
6
/
3
 
2
.
5
Y
5
/
l
 
微
砂
微
量

良
ぬ
37

、3
9
と
同

個
体
の
可
能
性
有
2
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
5
/
3
 
2
.5
Y
4
/
l
 
微
砂
微
量

良
tll

.3
7

、3
8
と
同
個
体
の
可
能
性
有
2
 

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5
/
4
 
7
.5
Y
R
4
/
2
 
微
砂
～
粗
砂

良
好

No
.4

1
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
2
 

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5
/
4
 
7
.5
Y
R
4
/
3
 
微
砂
・
細
砂

良
好

No
.4

0
と
同
一
個
体
の
可
能
性
有
2
 

「
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」 「
l

α
コ

心
。

4
2
 

4
3
 

4
4
 

4
5
 

4
6
 

4
7
 

4
8
 

4
9
 

5
0
 

5
1
 

5
2
 

5
3
 

5
4
 

5
5
 

5
6
 

5
7
 

5
8
 

5
9
 

6
0
 

6
1
 

6
2
 

6
3
 

6
4
 

6
5
 

2
4
 
3
4
 

2
4
 
3
4
 

2
4
 
3
4
 

2
4
 
3
4
 

2
4
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
4
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

2
5
 
3
5
 

l
l
2
b
4
 

II
層

木
根
中

表
土
中

F
6
 
遺
構
検
出
面

C
区
D
I
ト
レ
ン
チ

表
土
中

G
l2
e
5
 
m
層

G
l2
 
遺
構
検
出
面

木
根
中

試
掘
ト
レ
ン
チ

F
4
 
遺
構
検
出
面

F
6
 
W
層
進
構
検
出
而

G
l
2
 試
偲
ト
レ
ン
チ
13
.8
 

H
l
2
c
3
 

II
屑

E
4
木
根
中

く
1
2
.9

)

H
l
2
d4
 

II
層

試
掘

ト
レ
ン
チ

G
l2
e
5
 
m
層

ll
2
b
2
 

II
層

試
掘
ト
レ
ン
チ

E
4
木
根
中

壁
切
中

試
掘
ト
レ
ン
チ

G
l
2d
2
 

II
層

深
鉢

.
fl岡
部

深
鉢
・
胴
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢
胴
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢

・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢

口
縁
部

深
鉢

・
胴
部

深
鉢

・
胴
部

11
.3
 
6
.1
 
深
鉢

・
略
完
形

深
鉢
・
胴
部

5
.2
 
7
.8 

浅
鉢
・
略
完
形

深
鉢

・
胴
部

深
鉢
胴
部

深
鉢

つ
口
縁
部

深
鉢

口
縁
部

深
鉢
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢

・
口
縁
部

壷
－
口
縁
部

壷
？
胴
部

隆
帯

沈
線

沈
線
文
、
釣
り
下
げ
状
突
起

〆h γ
 

櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
縦
横
位
の
条
線

櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
縦
位
の
条
線

櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
縦
位
の
条
線

折
返
部
無
文
折
返
部
直
下

L
R
縦
位

折
返
部

L
R
横
位
折
返
部
直
下

無
文

折
返
部

：
R
U
黄
位
折
返
部
直
下

R
L
縦
位

無
文

網
目
状
撚
糸
文

（R
)

横
位
沈
線
、
撚
糸
文

（R
圧
痕
）

撚
糸
文

（R
圧
痕

）

網
目
状
撚
糸
文
（
R

)

無
文
、
ミ
ガ
キ

L
無
節
、
沈
線

L
無
節
、
沈
線

L
R
縦
位
、
沈
線

、
ナ
デ

L
R
縦
位

、
沈
線
、
ナ
デ

R
L
横
位
、
沈
線
、
ナ
デ

沈
線
、
隆
帯

（頂
部
指
頭
状
圧
痕
）

口
唇
部

。
主

rJ
目

口
縁
部

沈
線

、
半
戯
竹
管
状
刺
突

隆
帯

、
橋
状
把
手

釣
り
下
げ
状
突
起
、
沈
線
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rh
 
γ
 

lヒ

ミ
ガ
キ
5
Y
R
3
/3
 
10
Y
R
5
/3
 
微
砂
～
粗
砂

良
2
 

ミ
ガ
キ
10
Y
R
5
/3
 
5
Y
R
5
/4
 
微
砂

・
細
砂

良
好

2
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
5
/2
 
10
Y
R
5
/2
 
微
砂
・
細
砂

良
好

2
 

ナ
デ
5
Y
R
5/
4
 
10
Y
R
5
/
2
 
微
砂

・
細
砂

良
3
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/3
 
7.
5
YR
5
/3
 
微
砂
～
粗
砂

、
良
好

3
 

細
線
少
量

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/2
 
1
0
YR
5
/2
 
微
砂

・
細
砂

良
好

3
 

ナ
デ
1
0
Y
R
4/
l
 
10
Y
R
4/
l
 
微
砂

・
細
砂

良
折
返
口
縁

4
 

ナ
デ
5
Y
R
5
/4
 
5
Y
R
4/
4
 
微
砂
～
粗
砂

良
折
返
口
縁

4
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
6
/2
 
10
Y
R
6
/2
 
微
砂

・
細
砂

良
折
返
口
縁

4
 

ナ
デ
7
.5
Y
R
4/
3
 
1
0
Y
R
4/
2
 
微
砂
・
細
砂

脆
号
司
折
返
口
縁

4
 

ミ
ガ
キ
10
Y
R
5
/
2
 
1
0
YR
6
/
2
 
微
砂

良
外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

5
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/
2
 
1
0
Y
R
6
/2
 
微
砂

・
細
砂

良
5
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
5
/
3
 
1
0
Y
R
5
/2
 
微
砂

・
細
砂

良
5
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/3
 
1
0
Y
R
6
/3
 
微
砂
少
量
、
細
砂

良
好

外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

5
 

十
ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5/
4
 
7
.5
Y
R
4/
3
 
微
砂
～
粗
砂

脆
弱

輪
積
痕
明
瞭

6
 

ナ
デ
10
Y
R
5
/
3
 
1
0Y
R
5
/2
 
微
砂
～
粗
砂

良
好

6
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
5
/3
 
1
0
Y
R
5
/2
 
微
砂
少
量
、
細
砂

良
6
 

ナ
デ
7
.5
Y
R
5/
4
 
5
YR
5
/4
 
微
砂
・
細
砂

良
好

波
状
口
縁

6
 

ミ
ガ
キ
7
.5
Y
R
5/
3
 
7.
5
Y
R
5
/3
 
微
砂

・
細
砂

良
好

6
 

ミ
ガ
キ
7.
5
Y
R
5/
4
 
2.
5
Y
5
/3
 
微
砂
少
量

良
好

6
 

ミ
ガ
キ
2
.5
Y
5
/2
 
10
Y
R
5
/2
 
微
砂
細
砂
、
細
機

良
波
状
口
縁

6
 

ミ
ガ
キ
2
.5
Y
7/
2
 
10
Y
R
7
 /2
 
細
砂
多
量

良
波
状
口
縁

6
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
5/
2
 
5
Y4
/
2
 
微
砂

良
6
 

ミ
ガ
キ
1
0
Y
R
5/
2
 
1
0
Y
R6
/2
 
微
砂
細
砂
、
細
際

良
外
面
赤
色
塗
料
付
着

6
 

「



」 十 て
可

α
コ
品

6
6
 
2
5
 
3
5
 

6
7
 
2
5
 
3
5
 

6
8
 
2
5
 
3
5
 

6
9
 
2
6
 
3
5
 

7
0
 
2
6
 
3
6
 

7
1
 
2
6
 
3
5
 

7
2
 
2
6
 
3
5
 

7
3
 
2
6
 
3
5
 

7
4
 
2
6
 
3
5
 

7
5
 
2
6
 
3
5
 

7
6
 
2
7
 
3
5
 

7
7
 
2
7
 
3
6
 

7
8
 
2
7
 
3
6
 

7
9
 
2
7
 
3
6
 

8
0
 
2
7
 
3
6
 

8
1
 
2
7
 
3
6
 

8
2
 
2
7
 
3
6
 

8
3
 
2
7
 
3
7
 

8
4
 
2
7
 
3
7
 

8
5
 
2
7
 
3
7
 

8
6
 
2
8
 
3
7
 

8
7
 
2
8
 
3
7
 

8
8
 
2
8
 
3
7
 

8
9
 
2
8
 
3
7
 

F
9
 
木
根
中

表
土
中

6
.3
 

E
5
木
根
中

F
l
O
 
表
土
中

(2
3.
7)
 

G
l
2
d
4
 

II
層

(2
3.
9)
 
(3
4.
4)
 

G
l
2
d
5
 

ill
層

G
l
2
e
4
 

II
層

H
l
2
a
l

、
b
l

E
層

H
l
2
b
2
 

II
層

H
l
2
b
3
 

ill
層

<1
5.
8)
 
<1
4.
8)
 

H
l
2
c
2
 

II
庖

H
l
2
c
3
 

II
層

G
l
2
 
試
掘
卜
レ
ン
チ

G
l
2
 
試
掘
ト
レ
ン
チ

G
l
2
 
試
掘
ト
レ
ン
チ

G
l
2
d
4
 

II
層

G
l
2
e
5
 

II
層

G
l
2
e
5
 

II
層

H
l
2
c
2
 

II
層

11
2
a
4
 

II
層

1
1
2
a
2

、
d
2

II
層

11
.4
 

G
l
2
e
3
 

II
層

G
l
2
e
4
 

II
層

G
l
2
 
試
鋸
ト
レ
ン
チ

注
目
土
器
・
注
口
部

壷
・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部
～
胴
部

深
鉢

・
口
縁
部
～
胴
部

深
鉢

・
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部
～
目
岡
部

深
鉢

・
口
縁
部

深
鉢

・
口
縁
部
～
胴
部

深
鉢
・
口
縁
部
～
胴
部

深
鉢
口
縁
部

深
鉢
・
口
縁
部
～
胴
部

深
鉢
・
口
縁
部

深
鉢
口
縁
部
～
胴
部

深
鉢
・
口
縁
部
～
胴
部

5.
3 

壷
ワ
底
部

9.
4 

深
鉢

・胴
部
下
半
～
底
部

6.
4 

深
鉢
・
胴
部
下
半
～
底
部

10
.5
 
深
鉢
・
胴
部
下
半
～
底
部

4.
5 

壷
・
胴
部
下
半
～
底
部

7
.1
 
深
鉢
・
胴
部
下
半
～
底
部

<8
.8
) 
深
鉢
・
底
部

(1
0
.8
) 
深
鉢
・
底
部

<
1
0
.1
) 
深
鉢
・
底
部

ミ
ガ
キ

無
文

L
R
繊
位
・
斜
位

L
R
 (
0
段
条
）
縦
位

R
L
横
位
、
結
束
回
転
文

rh
 
γ
 

口
唇
部
R
L
 
口
縁
部

R
L
横
位
、
ナ
デ

R
L
縦
位

L
R
縦
位

R
L
 R
複
節
縦
位

口
縁
部
無
文
頭
部
沈
線
胴
部

L
R
縦
位

R
L
縦
位

口
唇
部

L
R
口
縁
部
無
文
（
ナ
デ
）

頚
部
。
L
R
原
体
圧
痕
胴
部

・
L
R
横
位

R
L
 (
0
段
多
条
）
縦
位

L
無
節
多
方
向

L
無
節
縦
位

L
R
横
位

L
R
縦
位

沈
線
、
胴
部
下
半

ミ
ガ
キ

L
無
節
縦
位

L
R
多
方
向

網
代
痕

網
代
痕

網
代
痕

第
11
表
土
器
観
察
表
（
4
)
 

〆k γ
 

ト

ナ
デ
5
Y
R
5
/
4
 
1
0
Y
R
4
/
2
 
微
砂
微
量

良
好

6
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
4
/
3
 
7
.
5
Y
R
4
/
3
 
微
砂

良
好

波
状
口
縁
（

4
単
位
）

6
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
4
/
l
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
組
砂
、
細
磯
脆
弱

口
唇
部
平
坦
、

7
 

外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
2
 
1
0
Y
R
6
/
3
 
微
砂
少
量

良
一
部
折
返
口
縁
、
輪
積
痕
明
瞭
7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
3
 
1
0
Y
R
5
/
3
 
微
砂
・
細
砂

良
7
 

ナ
デ
5
Y
R
5
/
4
 
7
.
5
Y
R
5
/
4
 
微
砂
～
粗
砂

良
好

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
4
/
2
 
1
0
Y
R
4
/
2
 
微
砂

良
外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着
、

7
 

海
綿
骨
針
含
入

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
2
 
1
0
Y
R
6
/
2
 
微
砂

・細
砂
、
細
磯

良
輪
積
痕
明
瞭

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
4
/
l
 
7
.
5
Y
R
4
/
2
 
微
砂
・
細
砂

良
黒
色
微
粒
、

7
 

透
明
微
粒
を
多
量
に
混
入
す
る

ナ
デ
1
0
Y
R
4
/
l
 
1
0
Y
R
3
/
l
 
微
砂
～
粗
砂

良
波
状
口
縁
（

2
単
位
？
）

7
 

外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

ナ
デ
1
0
Y
R
4
/
l
 
2
.5
Y
4
/
l
 
微
砂
～
組
砂

良
好

口
唇
部
平
坦
、
口
唇
部
断
面
庇
状
7
 

ミ
ガ
キ
7
.
5
Y
R
5
/
4
 
7
.
5
Y
R
5
/
3
 
微
砂
・
細
砂

良
好

内
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
3
 
1
0
Y
R
5
/
3
 
微
砂

良
7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/
3
 
7
.
5
Y
R
5
/
3
 
微
砂
微
量

良
内
外
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
3
 
2
.
5
Y
6
/
2
 
微
砂
・
細
砂

良
7
 

十
ナ
デ
1
0
Y
R
5
/
2
 
2
.
5
Y
4
/
2
 
微
砂
・
細
砂

良
好

7
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
6
/
4
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
粗
砂

脆
弱

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/
3
 
1
0
Y
R
5
/
3
 
微
砂
・
細
砂

良
好

内
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

7
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
5
/
4
 
2
.
5
Y
5
/
2
 
微
砂
・
細
砂

良
好

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
6
/
3
 
1
0
Y
R
4
/
2
 
微
砂
、
細
砂
少
量

良
好

7
 

ミ
ガ
キ
5
Y
R
4
/
4
 
1
0
Y
R
5
/
3
 
微
砂
～
粗
砂

良
好

7
 

ナ
デ
7
.
5
Y
R
4
/
2
 
1
0
Y
R
3
/
l
 
微
砂
～
粗
砂

脆
弱

内
面
カ
ー
ボ
ン
付
着

7
 

ナ
デ
1
0
Y
R
5
/
3
 
1
0
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
粗
砂

良
7
 

ナ
デ
7
.5
Y
R
5
/
4
 
1
0
Y
R
4
/
2
 
微
砂
～
粗
砂
、
細
傑

良
好

7
 

「
7



」 - f 「

rh
 
"-r 

lb_
 

9
0
 
2
8
 
3
7
 
G
l2
 
~i
t！
屈
ト
レ
ン
チ

(7
.8
) 
深
鉢
？
底
部

網
代
痕

ナ
デ
7
.
5
Y
R
4/
3
 
5
Y
R
4/
3
 
微
砂
～
粗
砂

良
好

海
綿
骨
針
含
入

7
 

9
1
 
2
8
 
3
7
 
H
l
2d
2
 

II
層

(1
0.
4)
 
深
鉢

・
底
部

網
代
痕

ナ
デ
1
0
Y
R
6/
3
 
2
.
5
Y
5
/
2
 
微
砂

・
細
砂

良
7
 

9
2
 
2
8
 
3
7
 
G
l
2
 
試
掘
ト
レ
ン
チ

(
1
0.
7)
 
深
鉢

・
底
部

網
代
痕

ナ
デ
1
0
Y
R
5/
2
 
2
.5
Y
4/
2
 
微
砂
～
粗
砂
、

良
好

7
 

細
磯
少
量

9
3
 
2
8
 
3
7
 
G
l
2
d
3
 

II
層

(
1
0.
3
)
 
深
鉢
・
底
部

笹
葉
痕
？

ナ
デ
1
0
Y
R
6/
3
 
1
0
Y
R
6
/
3
 
微
砂
、
細
砂
多
量

良
好

7
 

9
4
 
2
8
 
3
7
 
G
l
2
 
試
掘
ト
レ
ン
チ

(
1
0.
8)
 
深
鉢
・
底
部

擦
過
痕
つ

ナ
デ
1
0
Y
R4
/
2
 
J
O
Y
R
5
/
2
 
微
砂
～
粗
砂

脆
弱

7
 

9
5
 
2
8
 
3
7
 
H
l
2
b
2
 

II
層

2
.7
 
2
.2
 

ミ
ニ
チ
ュ
ア

ナ
デ
、
指
頭
圧
痕

7
.
5
Y
R
5/
4
 
7
.5
Y
R
5
/4
 
微
砂
多
量

良
7
 

α
コ
U
l
 

ー ？

第
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表
土
器
観
察
表
（
5
)
 

rh
 
"-r 

「



」 「

。
。

σ
3
 

遺
構
内

恥
1:

11
1
出
土
地
点
層
位

12
 I
 
2
2
 I
 33
 I
 
T
P4
5
 

ill
層

遺
構
外

No
. 
図
写真

出
土
地
点
・
層
位

版

9
6
 
2
9
 
3
8
 
日
1
2
b
2

il
l層

9
7
 
2
9
 
3
8
 
試
樹
ト
レ
ン
チ

9
8
 
2
9
 
3
8
 
試
樹
ト
レ
ン
チ

9
9
 
2
9
 
3
8
 
G
l
2
c
5
 

II
層

1
0
0
 
2
9
 
3
8
 
F
l
3
 

II
層

1
0
1
 2
9
 
3
8
 
表
土
中

10
2
 
2
9
 
3
8
 
F
5
 
遺
構
検
出
面

1
0
3
 
2
9
 
3
8
 
G
l
2
e
5
 

II
層

1
0
4
 
2
9
 
3
8
 
H
l
2
b
5
 

II
屑

1
0
5
 
2
9
 
3
8
 
G
l
2
a
4
表
土
中

1
0
6
 
2
9
 
3
8
 
G
l
2
c
5
 

ill
層

1
0
7
 
3
0
 
3
8
 
H
l
2
a
3
 

I
層

10
8
 
3
0
 
3
8
 
H
l
2
a
3
 

ill
層

10
9
 
3
0
 
3
8
 
H
l2
c
2
 

ill
層

器
種

石
質

敵
磨
石

チ
ャ
ー
ト

器
種

石
質

石
鍛

頁
岩

石
鍛

頁
岩

石
鍛

頁
岩

石
鍛

頁
岩

石
嫉

頁
岩

石
匙

頁
岩

ス
ク
レ
ー
パ
一
類

頁
岩

ス
ク
レ
ー
パ
一
類

珪
質
頁
岩

ス
ク
レ
ー
パ
一
類

頁
岩

ピ
エ
ス

・
エ
ス
キ
ー
ユ

兵
岩

ピ
エ
ス

・
エ
ス
キ
ー
ユ

頁
岩

ピ
エ
ス

・
エ
ス
キ
ー
ユ

珪
質
頁
岩

ピ
エ
ス
・
エ
ス
キ
ー
ユ

頁
岩

ピ
エ
ス

・
エ
ス
キ
ー
ユ

珪
質
頁
岩

〆h γ
 

産
地

生
成
年
代

｜長
さ
（
cm

)
I
幅
（
cm
)

I厚
さ
（
cm

)
I重
量
（
g
)
 

北
上
山
地
中
生
層
（
種
市
町
西
部
）
｜
中
生
代

産
地

生
成
年
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部

）
中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部

）
中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

北
上
山
地
（
種
市
町
西
部
）

中
生
代

第
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表
石
器
観
察
表
（
1
 )
 

rh
 
γ
 

長
さ
（
cm

)

2
.5
8
 

3
.2
1
 

3
.5
7
 

3.
23
 

6.
35
 

6
.8
9
 

7.
72
 

4.
63
 

4.
45
 

2.
30
 

3
.1
0 

2
.6
4
 

2
.2
7
 

3.
04
 

6
.1
6
 
5.
11
 I
 
30
5.
51
 

幅
（
cm

)
厚
さ

（c
m)
重
量
（
g
)
 

1.
65
 

0.
38
 
1.
43
 

1.
78
 

0.
52
 
2
.3
0
 

1.
53
 

0
.6
0
 
1.
96
 

1.
25
 

0.
83
 
3.
0
3
 

1.
49
 

0.
64
 
5.
0
9
 

1.
68
 
0
.5
4
 
6.
79
 

3.
84
 

1.
2
5
 
30
.4
2 

2.
63
 

0.
77
 
9.
88
 

2.
58
 
0.
5
8
 
7.
00
 

1.
78
 

0.
63
 
2.
97
 

2
.3
6
 
0.
5
2
 
6
.4
7
 

3.
20
 
0.
99
 
7.
59
 

2
.5
5
 
0
.2
8
 
3
.3
3
 

3.
03
 

0.
9
5
 
8.
92
 

lb
_ 

備
考

｛庸
考

十 「



」 「
l

∞
 

吋

1
1
0
 

I
l
l
 

1
1
2
 

1
1
3
 

1
14
 

11
5
 

1
1
6
 

11
7
 

1
1
8
 

1
1
9
 

1
2
0
 

1
2
1
 

1
2
2
 

1
2
3
 

1
2
4
 

1
2
5
 

1
2
6
 

1
2
7
 

1
2
8
 

1
2
9
 

1
3
0
 

1
3
1
 

1
3
2
 

1
3
3
 

3
0
 

3
0
 

3
0
 

3
0
 

3
0
 

3
0
 

3
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VII. 調査のまとめ

本遺跡から l 基のみの検出である。検出時竪穴住居跡の可能性も含めて精査し始めたものの、柱穴、炉跡、

遺物は検出されなかった。 他の土坑と区別するために設定したが、土坑類に含めるのが適切であると考えら

れる。

土坑

本遺跡から 34基発見されているが、 開口部平面の形状から円形、楕円形、長楕円形、細長楕円形、隅丸

長方形等の形状に分類される。

開 口部の長軸／短軸比率が1.3未満のものを便宜的に円形の土坑とした。 SKO 1~ 1 1 、 SK13～ 16までの

15基であるが、関口部、底部の規模や深さは一様ではない。短径断面の形状は円筒状、逆台形状、漏斗状

等がある。 SK02、 03 、 05 、 09、 14は開口部が直径100cm以上、深さも 100cm以上の土坑で、 SK09は深

さが1 48cmにもなる。 SK02、 14は断面形が漏斗状で底部に向かつて窄まる形状である。 他の土坑でも深

さが50cm以上のもので、平面形の直径が100cm以上あ り掘り方がしっかりしているものもある。 1 5基の

土坑のいずれからも底部から副穴等は検出されていないが、陥し穴として掘削されたものや陥し穴の可能性

のあるものが含まれていると考えられる。 SK02、 03、 05、 09、 1 0、 14は陥し穴である可能性が高 く 、 そ

の他の土坑でもその可能性を否定できないものもある。

開口部の長軸／短軸比率が2.00未満のものを便宜的に楕円形の土坑とした。 SK 1 2、 1 7 、 1 8、 2 1 、 22、

29、 32、 34の8基であるが、 SK12は底部に副穴が検出されており、逆茂木遺構と考えられ陥し穴であった

と推測される。 SKl 7は開口部の規模が長軸364cm、短軸223cm、深さ 176cmを測り、平面形は楕円形、

底部平面形は細長楕円形で、本遺跡の土坑の中では最大の規模である。同様のものが近年八戸市の田向遺跡

から検出されており、陥し穴であると考えられる。 SK12、 17は陥し穴と見られるがその他は不明である。

開口部の長軸／短軸比率が2 .00以上のものを便宜的に長楕円形としたが、 隅丸長方形の形状のものも含

む。 SK1 9、 23～27 、 30、 3 1 、 33の9基であるが、この中には逆茂木状の副穴を持たないものの掘り方が

しっかりしており、陥し穴や溝状土坑 （陥し穴状遺構）に分類できるものや、 それの構築途中の遺構もある

と考えられる。 SK23 、 24、 3 1 、 33は陥し穴である可能性が高く 、 その他の土坑でもその可能性を否定で

きない遺構もある。

なお、長軸／短軸比率が3.00以上のものを細長楕円形と した。 SK20、 28の 2 基のみであるが、 SK20は

長軸1 76cm、 短軸58cm、 深さ 50cmの規模である。溝状土坑（陥し穴状遺構）の中で長軸が最小のものが

226cm （短軸41cm）、 深さ 60cmであるので、 SK20は溝状土坑の範障として含まれる可能性がある。

土坑は調査区全体に分布しており、配置は陥し穴であると判断できるものが少ないので断定はできないが、

組配置等はほとんど見られないと言える。

土坑の年代観であるが、前述したとお り遺構内からの遺物は極めて少ない。年代を断定できる遺構はほと

んどないが、 SK34の上層からは縄文土器片が 9 点出土しており 、 遺構外出土遺物と比較する と縄文時代後

期のものと見られ、 SK34の下限年代は縄文時代後期と考えられる。 また、 SK1 2のテフラ分析を行ってい

るが、十和田中撮火山灰降下時以降との考察がなされている。
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本遺跡から 45基検出された。 開口部平面形は細長溝状で断面形はU字状、 Y字状のいずれかにほぼ当て

はまる。 開口部規模の平均値は長軸336cm、短軸53cm、深さ 1 03cmである。 長軸が最大のものはTPll

の426cmで、最小のものはTP44の226cmで、ある 。 深さが最も深いものはTPll の222cmで、最も浅いも

のはTP41 の46cmである。 本調査地で検出された中で最大規模のものはTPllで、開口部平面形は楕円形で

あるが、底部平面形が溝状土坑と同様であり、覆土の状況から溝状土坑の開口部が崩落したものと考えられ

る 。 また、 TP19はやや小型の溝状土坑であるが底部に副穴を持つ。

配置は等高線に平行するもの、直行するもの、斜行するものがある。 直行あるいは斜行するものが多いも

のの、厳密に直行するものは少ない。 単体で掘削されている遺構や数基単位で平行し掘削されている遺構も

ある。 調査区全体に分布するが、埋没谷を挟んで東側の低位面に比較的多く集中する。

前述したとおり全体的に遺物の出土量は少ない。 遺物が出土した遺構はTP20、 21 、 34、 42～45で、そ

の内図化したのはTP34、 42 、 44、 45からの出土遺物である。 ほとんどが覆土の上層からの出土であるが、

TP44の第 2 層目からは同一個体と思われる縄文土器片が 3 点出土している。それらは大木1 0式と見られ縄

文時代中期末が上限と考えられる。その他の遺物が出土した溝状土坑は、遺構外出土遺物と比較すると類似

性が見られ後期以降のものと考えられる。

また、 TP15のテフラ分析を行っているが、 SK12 と同様に十和田中探火山灰降下時以降との考察がなさ

れている。

焼土遺構

遺構検出作業中に段E縁辺上で検出した。 初段階では住居跡の炉跡の可能性があることから慎重に検出作

業を行ったが、住居跡のプランが確認されず焼土遺構として精査した。

2. 遺物
土器

前述したとおり遺物全体の出土量は少なく遺構内からの出土は極わずかで、遺構外からの出土遺物はG

11 、 1 2 、 Hll 、 1 2 グリ ッ トの一部に集中している。 土器に関しでも出土した 9 割以上ははそれらのグリッ

トに集中している。粗製土器の割合が多く炭化物が付着した土器が多く見られる。特徴的な土器として遺物

図版の23～25に掲載しているが、磨消縄文、充填縄文が施されるもの、隆帯文、沈線文が施されるものが

あげられる。 小破片のため文様全体の把握は難く型式の断定はできないが、近隣市町村の遺跡の出土事例か

ら比較すると大木 10式、牛ヶ沢式、沖付式、十腰内 I ～ E 式に類似しており、それらに比定されるものと

見られほぽ縄文時代中期末菜、後期初頭～前葉に属するものと考えられる。

石器

剥片石器の出土量は少なく磯石器の割合が高い。出土した中では石斧が最も多く、続いて蔽石が多い。

石斧は欠損しているものが多く、製作技法の違いで磨製石斧、ペッキング技法のみのもの、ペッキング＋剥

離調整のもの、打製石斧の大きく 4 つに分類される。 穴掘り道具であったと見られる打製石斧が一番多く出

土している。敵石はほとんどが円礁をそのまま用いて利用しているが、機器状に連続的剥離で刃部を作り 出

しているものもある。
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石器の使用素材であるが、剥片石器はほとんど頁岩であり種市町北西部の北上山地が産地であると鑑定結

果が出された。礎石器類は石斧にはんれい岩が多く使用され、北上山地の原地山層（八戸市～種市町角浜）

が産地であると鑑定されており、散石はホルンフェルスが多く使用されている。剥片石器、機石器共に近隣

で採集可能な石材を利用したと見られる。

なお、海岸あるいは河川から持ち込まれたと見られる円磯が多数出土していることも特筆すべきことであ

る。敵石等の使用痕であるか断定できないものも多く含まれている。何らかに使用されたか、使用するため

に持ち込まれたと推測される。

鉄製品・煙管・銭貨

鉄製品の内、 2 点はX線写真撮影により釘であることが判明した。煙管、銭貨は銅製品で、自然科学分析

の結果、煙管は亜鉛を 12.4%含む真織で、銭貨は錫を7 . 14%含む結果が出されている。

3. まとめ
調査の結果、発見された遺構から平内 E遺跡の本調査区は狩猟の場であると推定される。検出された全遺

構の内、陥し穴と断定できるもの、あるいはそれらと考えられる遺構がおよそ 7 割を占めると見られる。形

状も溝状、円形、楕円形のもの等複数ある。全ての遺構の年代を特定するのは難しいが、テフラ分析を行っ

た遺構は十和田中撤火山灰の降下を上限としている結果が出されている。また、遺構内から出土した遺物は

縄文時代中期末葉～後期のものと見られ、遺構外出土遺物の時期は前述のとおり中期末葉、後期初頭～前葉

までのものが出土しており、ほとんどの遺構もその時期と大差がないと考えられる。この遺跡は主に縄文時

代中期末葉～後期前葉にかけて利用された遺跡であったと思われる。

当遺跡とその周辺は今なお森林地帯で、カモシカ、野ウサギ等が生息しており、遺跡北部を流れる渋谷川

には魚類が生息し、栗やドングリ等堅果類の木が生い茂り 山菜、キノコ類も豊富である。また、海岸線まで

はlkmの距離であり、この遺跡から遠からず集落があったことが予想される。

また、楕円形の土坑や隅丸長方形の土坑で、覆土の状況が人為堆積と見られるものがあり、それらの中に

は墓坑の可能性があるものも含まれていることを考慮しなければならない。今後の調査では覆土の自然科学

分析等客観的データ解析が必要である。

なお、煙管や銭貨、釘等近世の遺物も出土しており、遺構の確認ができなかったが近世にも何かしらこの

土地が利用されていた可能性がある。
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平内 E遺跡は、岩手県九戸郡種市町第43地割に所在し、標高約45～55mを測る丘陵部に立地している。

これまでの発掘調査では、年代観の不明な陥し穴と考えられる溝状士坑や円形土坑などの遺構が多数確認さ

れている。また、縄文時代後期に比定される土器や打製石斧・磨石などの遺物も確認されている。今回の発

掘調査においても、丘陵上や丘陵斜面から陥し穴と考えられる土坑や焼土遺構などが検出されており、本遺

跡やその周辺は、陥し穴が作られた当時には狩猟場として利用されていたことが想定されている。

今回の分析では、遺物が共伴せず年代の特定が難しい陥し穴などの遺構について、遺構覆土内における堆

積物、特に年代の指標となるテフラ等の産状の分析調査を実施し、年代観の把握を行う。さらに、本遺跡に

おける植生の変遷に関する資料を得るため、花粉分析・植物珪酸体分析を実施する。また、丘陵端部で検出

された焼土状の堆積物が認められた土坑について、赤色化した土壌が被熱の痕跡であるか検証するためX線

回折分析を実施する。

II. 堆積年代と古植生推定
1 .遺跡周辺の地形・地質概観

種市町の位置する付近の北上山地北部は、階上岩体とよばれる中生代白亜紀の花間閃緑岩（吉田ほか，

1987）が広く分布し、この岩体は階上岳をはじめとする種市町西半部を占める山地を構成している。種市

町の東半部は、山地から太平洋岸に至る緩斜面となっているが、 これは岩石侵食性の海成段丘群であるとさ

れている（小池・町田編， 2001）。同著によれば、種市町付近の海成段丘は最も高位（古い）の段丘で、中

期更新世の約69万年前に形成されたとされ、太平洋岸に向かつて階段状に合計 8 段の海成段丘が分類され

ている。平内 E遺跡の位置する付近には下位より 3番目の天狗岱面とよばれる段丘が分布しており、この段

丘から下位の段丘に向かう緩斜面上に平内 E遺跡が立地する。なお、天狗岱面の形成年代は中期更新世末の

約20万年前頃、天狗岱面より l 段下位の段丘である高館面は最終間氷期の約12万年前であるとされている。

これらの段丘や緩斜面上は厚い土壌層で覆われているが、この土壌層は十和田火山や八甲田火山を給源と

するテフラを主な母材とした火山灰土層である。また土層中には、これらの火山の噴火により直接降下堆積

したテフラ層も狭在する。したがって、平内 E遺跡付近の段丘上や緩斜面上には、基本的に約20万年前以

降のテフラ層や火山灰土層が堆積していると言える。また調査区は斜面上であり、さらに埋没谷の存在も予

想されるなど平坦な地形ではない。そのため、調査区内における火山灰土層の層序は一様ではない。その対

比については、テフラの分析により後述する。

2. 試料

分析試料は、平内 E遺跡内に設定された土層確認の各深堀および発掘調査区西側の沢内に設定されたトレ

ンチ断面から採取した土壌83点、および、 TP07 ・ 10 ・ 11 ・ 15 ・ 18 ・ 28 ・ 41 ・ 44 ｷ SK12からそれぞれ

採取した土壌31点の計114点である。

以下に、試料採取地点の概要を示す（図 1 ）。
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日13年度
発掘調査区

⑥地点：
平成1 3年度調査区南壁

分析項目
T 
1 l 表土

黒色土層 \ 
＼（撹乱層）. 暗褐色土層 、

5 

①地点
沢内（調査区外）

暗褐色土層
下部の八戸火山灰層が
細～粗粒ブロックで偏在。

10 
八戸火山灰層
a～fに細分

①地点 ：
調査区外の沢内

④地点：
平成13年度調査区西壁
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八戸火山灰層
(6 層に細分）

25 
粗粒軽石の再堆積？

掘り方
35 

掘り方

図 1 調査地点の位置および地点毎の模式柱状図と分析層位
各地点の層名は送付資料を元にした。層名は、各地点で付けられたものである。

層相の説明は、現地調査および発掘調査所見に基づく。

分析項目： T ：テフラ分析、 p ：花粉分析、 Po － 植物珪酸体分析

高館火山灰層
（褐色シルト層）

・深堀セクション①地点

深堀セク ション①地点（以下、 ①地点）は、 発掘調査区西側の谷部の沢に設定されている。厚さ約1.5m

の堆積物が見られ、 1 層～ 6 層に分層される。 6 層は灰色シル ト層、 5 層は粗粒軽石の混ざる黒色土層であ

り、 5 層と 6 層は不整合で接する。 4 層は黒色土層、 3 層はT O C u のブロ ックが見られる暗褐色土層、

2 層は黒色土層、 1 層は表土層に区分される。分析試料は、 2 層最上部から 5cm毎に連続的に採取した土

壌試料27点である。以上の試料について、テフラ分析（試料番号 2 ・ 5 ・ 8 ・ 1 3 ・ 16 ・ 1 8 ・ 22 ・ 2 5)

花粉分析（試料番号 5 ・ 1 5) ・植物珪酸体分析（試料番号 5 ・ 1 5）を実施する。

－ 深堀セクション④地点

深堀セクショ ン④地点（以下、④地点） は、平成13年度調査区の北西側、埋没谷の埋積物が確認された
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地点である。厚さ約 2mの堆積物が見られ、 l 層～12層に区分される。 12層は高館火山灰層、 11層～ 7 層

が八戸火山灰層（ 6 層に細分）と想定されている。下位との漸移層を挟んで、 6 層は黒褐色土層、 5 層は粗

粒軽石が偏在する暗褐色土層である。 4 層は土色が他よりも淡い黒色土層、 3 層はT O C u と考えられる

白色粒子の混在する黒色土層、 2 層～ 1 層は表土層に区分される。分析試料は、 l 層から 5cm毎に連続的

に採取した土壌試料43点である。以上の試料について、テフラ分析（試料番号 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・ 21 ・ 24）、

花粉分析（試料番号 9 ・ 12 ・ 18 ・ 21）、植物珪酸体分析（試料番号 9 ・ 12 ・ 18 ・ 21）を実施する。

－深堀セクション⑥地点

深堀セクション⑥地点（以下、⑥地点）は、平成13年度調査区の南側、丘陵上に設定された地点である。

厚さ約0.7mの堆積物が見られ、 1 層～ 5 層に区分される。このうち、 5 層は八戸火山灰層、 4層は八戸火

山灰がブロ ック状に混在する暗褐色士層、 3 層は暗褐色土層、 2 層は黒色土層、 1 層は表土層である。分析

試料は、 1 層から 5cm毎に連続的に採取した土壌試料13点である。以上の試料について、テフラ分析（試

料番号 2 ・ 4 ・ 7 ・ 9 ）を実施する。

－土坑（TP07 ・ 10 ・ 1 1 ・ 15 ・ 18 ・ 28 ・ 41 ・ 44 ｷ SK12) 

8 基の土坑は、平成13年度発掘調査区の丘陵上. Ji陵斜面から検出されている。これら土坑のうち、丘

陵上・丘陵斜面の土坑をそれぞれ 1 基ずつ選択した。 TP15は、丘陵斜面に立地し、覆土は l ～ 3 層に分層

される。分析試料は、各層から採取された土壌試料 3 点である。 SK12は、丘陵上に立地し、覆土は l ～ 11

層に分層される。分析試料は、 1 ｷ 3 ・ 7 ・ 8 ・ 9 層から採取された土壌試料 5 点である。以上の試料につ

いて、テフラ分析（TP15 : 3 層、 SK12: 8 層）を実施する。

十3. 分析方法

(1 ）テフラ分析

試料約20 g を蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを

流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察

は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に

調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バ

ブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡

の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延

びた繊維束状のものとする。

屈折率の測定は、古津 (1995）のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

( 2 ）花粉分析

試料約10 g について、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重液（臭化亜鉛：比重2.3）による有機物の分離、

フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸 9 ：濃硫酸 l の混合液）処理による植物遺体中の

セルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残誼をグリセリンで封入してプレパ

ラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉

は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で

出現率を算出し図示する。
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( 3 ）植物珪酸体分析
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湿重 5 g 前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、 超音波処理（70W, 250KHz, 1 分間）、沈定法、

重液分離法（ポリ タングステン酸ナト リウム，比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分

離 ・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、 カバーガラス上に滴下 ・ 乾燥させる。 乾燥後、プリュウラック

スで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科葉部 （葉身と葉鞘） の業部短細胞に由来

した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞

珪酸体と呼ぶ）を、近藤 ・佐瀬 (1986）の分類に基づいて同定 ・ 計数する。

結果は、 検出された種類とその個数の一覧表で示す。 また、 検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生

について検討するために、植物珪酸体群集の層位分布図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機

動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

4 . 結果

(1 ） テフラ分析

結果を表 1 に示す。 以下に、各地点の結果を述べる0

． ①地点

ス コ リ ア は、 試料番号 2 ～ 1 8 ( 2 層 . 3 層 ・ 4 層）に少量含まれ、 試料番号22 ( 5 層） では微量、 試料

番号25 ( 6 層） には中量含まれる。スコ リアの特徴の詳細は表 1 に記すが、 試料番号 2 ～ 1 8 に含まれるス

コ リアの特徴は全て同様であ り 、 また試料番号25に含まれるスコ リ アは黒色や褐色を呈する 4種類程度の

特徴を示すスコリアが混在する。

火山ガラスは、試料番号2 ～ 5 ( 2 層）に中量、試料番号 8 ～ 16 ( 2 層 ・ 3 層 ・ 4 層）には多量含まれ、 試

料番号1 8 ( 4 層） ・ 25 ( 6 層） には少量、 試料番号22には認め られない。いずれの試料においても、 無色透

明の軽石型とバブル型が混在するが、多量に含まれる試料では圧倒的に軽石型が多い。 なお、 試料番号13

(3 層）の火山ガラス40片程度の屈折率を測定し、 n 1.5 14~ 1.5 19 （モード 1.51 6～ 1.5 1 7）という値を得た。

軽石は、試料番号 5 ～ 13 ( 2 層 ・ 3 層） と試料番号22 ( 5 層） に多量含まれ、 試料番号1 6 ・ 1 8 ( 4 層）

には中量、試料番号 2 ( 2 層） ・ 2 5 ( 6 層） には少量含まれる。多量に認められた軽石のうち、 試料番号

表 1 各地点のテフラ分析結果
試料 スコリア 火山ガフス 軽 石

地点名
番号 量 色調発泡度 最大粒径 量 色説 ・ 形態 量 色調 発泡度 最大粒径
2 十＋ B·b,GBr· b~ sb,RBr·b 1.0 +++ clｷ pm,cl ｷ bw ++ GWｷg,GWsb 
5 ++ B·b,GBr ·b~ sb.RBr ·b 1.0 +++ clｷ pm))cl ｷ bw ++ + + GWｷg,GWsb 
8 + + B·b,GBr· b~ sb.RBr ·b 1.0 ++ ++ clｷ pm))cl ｷ bw + + + + GWｷg,GWsb 

①地点 13 + + B·b,GBr·b ~ sb,RBr·b 1.0 ++++ clｷ pm))cl ｷ bw ++++ GWｷg,GWsb 
16 + + B·b ,GBr·b ~ sb,RBr·b 1.2 ++ ++ cl · pm))cl・bw +++ GWｷg,GWsb 
18 + + B·b,GBr ·b~ sb,RBr·b 1.0 ++ C卜pm +++ GWｷg.GWsb 
22 + RBrｷb 1.2 ++++ YG·sg ~sb 
25 十＋＋ B ·b.GBr · b～sb,RBr·b.G・b～sb 1.0 + + clｷ pm.clｷ bw ++ GWｷg 

9 ++ GBr· b~ sb,RBr b 1.0 +++ clｷpm +++ + GWｷg,GWsb 
12 + GBr ·b~ sb,RBr ·b 1.0 ++ clｷpm +++ GWｷg,GWsb 
15 + GBr ·b~ sb,RBr ·b 1.0 ++ clｷpm + + + GWｷg,GWsb 

④地点 18 + + GBr ·b ~ sb,RBr ｷ b.B ｷ g~ sg 1.0 ++ clｷpm ++ GW·g,YW·g~sg 
21 +++ + B·b~ sb,B· g~ sg) RBr ·b)GBr ·b~ sb 1.2 ++ clｷpm + GWｷg 

24 一 ++++ clｷ pm))cl ｷ bw ++ YWｷg 

2 ++ GBrｷb,RBrｷb,GBｷb 1.0 +++ cl ｷ pm))cl-bw +++ + GWｷg,GWsb 

⑥地点
4 + GBrｷb,RBrｷb,GBｷb 1.0 +++ cl ・pm))cl ·bw ++++ GW·g,YW·g~sg 
7 十 GBrｷb.RBrｷb,GBｷb 1.0 ++++ clｷ pm))cl ｷ bw ++++ GW·g,YW·g~ sg 
9 + GBrｷ b,RBrｷ b,GBｷ b 1.0 + + ++ cl ｷpm))clｷ bw +++ + GW·g,YW·g~sg 

TP15 3 ++ GBr·b ~ sb,RBr ·b 1.0 +++ clｷpm ++++ GWｷg,GWsb 
SK12 8 + + clｷ pm))cl ｷ bw ++ + YW·g~sg 
凡例 ー含まれない（＋）きわめて微量．＋微量 ＋＋・少量 ＋＋＋中量 ＋＋＋＋多量

B：黒色 G：灰色 Br：褐色 GB：灰黒色 GBr：灰褐色 R：赤色 RBr：赤褐色 W白色 GW：灰白色. YW：黄白色 YG：黄灰色
E良好 sg：やや良好. sb：やや不良 b：不良 最大粒径はmm.
cl：無色透明 br褐色 bw：バブル型 md：中問型 pm：軽石型
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3.0 
2.0 
1.5 
3.0 
3.5 
2.5 
12.0 
2.0 
2.2 
2.0 
2.0 
4.0 
1.2 
3.0 
2.0 
4.0 
2.5 
4.0 
2.2 
8.0 

由来する
テフラ

To-Cu (+To-Nb?) 
ToCu (+To-Nb つ）

To Cu ( +To-Nb つ）
To-Cu (+To-Nb ワ）

ToCu ( +To-Nb ワ）
To-Cu (+To-Nb つ）

To-H再堆積

ToNk 
To-Cu 
To-Cu 
To Cu 
ToCu+ToH 
To-Nk 
To-H 
To-Cu 
ToCu+ToH 
ToCu+ToH 
To-Cu+ToH 
To Cu 
ToCu+To-H 
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5 ～13の軽石の特徴は同様であり、径 2 ～ 3mm程度の灰白色で発泡良好なものとやや不良なものが混在

する。試料番号 2 ・ 16 ・ 18の軽石もこれと同様である。一方、試料番号22の軽石は最大粒径12mm、黄灰

色を呈し、発泡はやや良好～やや不良である。また軽石の多く は表面が風化してお り、かつ円磨されている0

．④地点

スコリアは、試料番号21 ( 6 層）に多量含まれ、試料番号 9 (3 層） ・ 18 (5 層）には少量、 試料番号

12 ・ 15 ( 4 層）には微量、試料番号24 (7 層）には認められない。試料番号2 1 に含まれるスコリアの特徴

の詳細は表 l に記すが、最大径l.2mm程度の黒色や褐色を呈する 4種類程度の特徴を示すスコ リアが混在

する。 試料番号18のスコリアの特徴は試料番号21の中の 3 種類、試料番号 9 ～ 15のスコリアの特徴は同 2

種類である。

火山ガラスは、試料番号 9 ( 3 層）に中量含まれ、試料番号12～21 ( 4 層・ 6 層）には少量であ り、試

料番号24 (7 層）には多量含まれる。試料番号 9 ～21 までの火山ガラスは無色透明の軽石型からなるが、

試料番号24には少量の無色透明のバブル型も混在する。なお、試料番号 9 の火山ガラス40片程度の屈折率

はn 1.511 ~ 1.514 （モード 1.512～ 1.5 13 ） 、同様に試料番号24は n 1.503 ~ 1.509 （モード 1.50 5～ 1.507)

である。

軽石は、試料番号 9 ( 3 層）には多量、試料番号12 ・ 15 ( 4 層）には中量、試料番号18 ( 5 層） ・ 24

( 7 層）には少量含まれ、試料番号21 ( 5 ～ 6 層）には微量含まれる。これらのうち、試料番号 9 ～ 1 5の軽

石の特徴は同様であり、最大径約 2mmの灰白色で発泡良好またはやや不良である。一方、試料番号24の

軽石は最大径約 3mmで、黄白色を呈 し、 発泡良好である。試料番号1 8には、上記の灰白色軽石と黄白色軽

石が混在している。

－⑥地点

スコリアは、試料番号 2 ( 2 層）に少量含まれるが、 試料番号4 ～ 9 ( 3 層 ・ 4 層）では微量しか認めら

れない。スコリ アの特徴はいずれの試料も同様であり、 灰褐色、灰黒色、赤褐色の 3種類のスコリアが混在

する。

火山ガラスは、試料番号 2 ～ 4 ( 2 層・ 3 層）で中量、試料番号 7 ・ 9 ( 4 層）では多量含まれる。 いず

れの試料も無色透明の軽石型が多く、微量の無色透明のバブル型が混在する。なお、試料番号 2 の火山ガラ

ス40片程度の屈折率は n 1.511 ~ 1.51 4 （モード 1.51 2～ 1.513）である。 また、試料番号 7 の火山ガラスの

屈折率では、 40片中30片が n 1.511 ~ 1.513 （モー ド 1.51 2）という値を示すが、 10片程度は n 1.505 ~ 

1.507 （モード 1.506）という値を示す。

軽石は、試料番号 2 ～ 9 ( 2 層～ 4層）まで多量含まれる。 試料番号 2 の軽石は、最大径約 2mm、灰白

色で発泡良好なものと同色で発泡やや不良なものが混在する。一方、試料番号4 ～ 9 の軽石は最大径約 4

mm、灰白色で発泡良好なものと黄白色で発泡良好～やや良好なものが混在する。

ｷ TP15 

土坑覆土下位の 3 層には、少量のスコ リアと中量の火山ガラスおよび多量の軽石が含まれる。各砕屑物の

特徴は、④地点・試料番号 9 (3 層）と同様である。

ｷ SK12 

土坑覆土下位の 8 層は、 少量の火山ガラスと中量の軽石を含む。火山ガラスは無色透明の軽石型が多く、

微量の無色透明のバブル型も混在する。

なお、火山ガラス40片程度の屈折率はn 1.505 ~ 1.51 2 （モード 1.509～ 1.511 ） である。
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①地点 ・④地点、の花粉分析結果表 2( 2 ）花粉分析

の種類をハイ フォ ンで結んだものは、 種類
木本花粉

ー マツ属複維管束亜属 12 
聞の区別が困難なものを不す。 なあ、 木本 マツ属 （不明） 26 

スギ属 7 
イチイ科ーイ ヌガヤ科ーヒノキ科
クルミ属 1 

クマシデ属 アサダ属 2 
カバノキ属
ハンノキ属 2 
ブナ属 3 
コナラ属コナラ亜属 69 
コナラ属アカガシ亜属 1 
クリ属 2 
ニレ属 ケヤキ属 6 
トチノキ属 1 
シナノキ属 2 
エゴノキ属 1 
ガマズミ属 1 

んど検出されない。 以下、地点ごとに結果草志花粉一一
イネ科 128 
カヤツリグサ科 10 
サナエタデ節ーウナギツカミ節
タデ属 1 

ナデシコ科 1 
カラマツソウ属 28 
キンポウゲ科 1 
アブラナ科 1 
バラ科 1 
ソラマメ属 7 
マメ科 2 
ア リ ノトウグサ属 1 

セ リ科 3 
オミナエシ属 1 
ツ リ ガネニンジン属ホタルブクロ属 2 
ヨモギ属 207 73 2 
キク亜科 43 22 147 1 

コナラ属コナラ亜属が最も多く産出し、 次 一一三ど主主亙担一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一担一一一一一三一一一一＿＿！一一一一一－－－~一一不明花粉 29 7 1 

その他にはスギ シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属
ゼンマイ属

属 ・ ニレ属ーケヤキ属などが認められる 。 他のシダ類胞子
合 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計 （不明を除く ）

21 
④地点
12 18 9 

①地点
5 15 試料番号

類種
図表中で複数結果を表 2 ・図 2 に示す。
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に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、

出現した種類を＋で表示するにとどめてお

く。

4 全体的に花粉化石の産出状況は悪く 、 特
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を述べる。

－ ①地点

いずれの試料においても、 木本花粉に比

べ草本花粉の方が多く産出する。木本花粉

台、( 2 層）か ら 、については、 試料番号 5

十
ろう じて定量解析ができる程度の個体数が

検出された。木本花粉の群集組成をみると、
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①地点・ ④地点の植物珪酸体分析結果表 3
出は良くないが、 草本花粉ではヨモギ属 ・

21 
④地点
12 18 9 

①地点
5 15 試料番号

類種

ほとんど検出されない。

( 3 層） からは、 草本花粉の

粉は、

－ ④地点

試料番号 9

54 
68 

70 
84 

行えるだけの個体数は得られない。

の試料か ら は、 花粉化石 ・ シダ類胞子は、

238 
124 
362 

230 
162 
392 

233 
106 
339 

226 
119 
345 

264 
140 
404 

227 
136 
363 

ほとんど検出されない。

( 3 ） 植物珪酸体分析

結果を表 3 、 図 3 に示す。

各試料からは植物珪酸体が検出されるも

「
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図 2 ①地点での花粉化石群集の層位分布
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉・ シダ類胞子は総数より不明花粉を除く

数を基数として百分率で算出した。なお、 ・0は 1 %未満、＋は木本花粉100個体未満の試料

について検出した種類を示す。
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図 3 ①地点・④地点での植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で
算出した。 また、 ．は 1 %未満の種類を示す。
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のの、保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。以下に、各地点の産状を述べる0

．①地点

植物珪酸体の産状は、試料番号15 ( 4 層）と試料番号 5 (2 層）で異なる。試料番号15では、ヨシ属の

産出が目立ち、クマザサ属を含むタケ亜科、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ車科などが認められ

る。一方、試料番号 5 では同様な種類が検出されるものの、ヨシ属が減少し、タケ亜科やウシクサ族が増加

する。

－④地点

植物珪酸体の産状は、試料番号21 ( 6 層） ・ 18 ( 5 層）と試料番号12 ( 4 層） ・ 9 ( 3 層）で異なる。

試料番号21 ・ 18ではクマザサ属を含むタケ亜科の産出が目立つ。また、ヨシ属やススキ属、イチゴツナ

ギ亜科などがわずかに認められるに過ぎない。

上位の試料番号12 ・ 9 では、タケ亜科が減少する一方で、ヨシ属やウシクサ族が増加する。特に試料番

号12ではヨシ属の産出が目立つが、試料番号 9 では減少する。

5. 考察

(1 ）堆積年代について

テフラ分析の結果と各地点の層序を考慮して、以下に各地点の堆積年代の考察を行う。

． ①地点

6 層（試料番号25）で見られたスコリアの濃集は、スコリア質テフラ層の降灰層準を示唆する。町田・

新井 (1992）に記載された十和田カルデラ起源テフラのうち、スコリアを噴出したテフラ と して十和田二

ノ倉テフラ（To N k ）があげられる。したがって、 6 層の堆積年代としてT o N K の噴出年代である

1.0～ 1.3万年前を考える ことができ、その上位に見られる軽石の再堆積層である 5 層が形成された年代は、

それ以降と判断される。

5 層より上位の層位における火山ガラスと軽石の産状は、ほぼ一様である。 これは、 To-C u のブロッ

クが形成されるとした 3 層（試料番号13）に由来する軽石および火山ガラスが上下の土層中に拡散してい

ると考えられる。分析により確認された軽石の特徴は後述する④地点や⑥地点で確認したT o-C u と同様

であるが、それに伴う火山ガラス（試料番号13）の屈折率は町田・新井（1992）に記載されたT o-C u の

値である 1.510～ 1.514より 高く、 T O C u の下位のテフラである十和田南部テフラ（T o Nb ）の値

1.512～ 1.517に近い。したがって、 3 層中にはT o N b が混在する可能性がある。なお本地点では、④地

点のTo-N b に由来するとされた軽石を認めることはできなかった。本地点は、 丘陵間の沢という立地で

あるため、周辺からの土壌の流入や土壌の削剥・移動もあったことが考えられることから、ここでの軽石も

このような作用により集積、または流亡 ・拡散した可能性が考えられる。

本地点で認められたテフラの産状から推測される各層の堆積年代は、 3 層の堆積年代はT O C u の噴出

年代である5500年前頃であると考えられ、その下位の 4層は l 万年前～5500年前頃、その上位の 2 層は

5500年前以降と考えられる。

－ ④地点

本地点の現地調査所見において八戸火山灰層とされた 7 層 （試料番号24）に多量に含まれる火山ガラス

は、屈折率により八戸火山灰に由来するものであることが確認された。上位の 6 層（試料番号21）から検

出されたスコリアの濃集は、①地点の 6 層（試料番号25）で検出されたTo-N K の降灰層準に対比される。
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本地点では、最上部の黒色土層である 3 層（試料番号 9 ）にも軽石の濃集層準が検出されている。 軽石の

特徴やそれに伴う火山ガラスの屈折率から、この軽石はT o-C u に由来すると判断される。 したがって、

3 層（試料番号 9 ）付近にT O 占 C u の降灰層準のあることが推定され、下位の 4 層はTo-C u以前の年代

に相当すると考えられる。さらに下位の 5 層（試料番号18）では、分析調査の結果、 T o-C u とは異なる

特徴の軽石が認められた。これは、 3 層のTo-C u と 6 層のT o-N K との層位関係から To-N b に由来す

ると考えられる。 To N b の噴出年代は8600年前とされていることから、 4層下位（試料番号18付近）の

堆積年代はこの年代に相当する可能性がある。

－⑥地点

本地点の 2 層（試料番号 2 ）に多量に含まれる軽石は、その特徴とそれに伴う火山ガラスの屈折率により

T o-C u に由来すると判断される。したがって、試料番号 2 付近にT O C uの降灰層準があると考えられ

る。下位の 3 層（試料番号 4 ）では、 To-C u の軽石とそれとは異なる軽石が混在する。 これは、 4 層

（試料番号 7 ）の火山ガラスの屈折率から、明らかに八戸火山灰とT O C u とが混在していることが示唆さ

れる。また、この層位では①地点や④地点で認められたTo N K やTo N b などのテフラが認められない

ことから、これらの降灰層準を推定するこ とは難しい。

( 2 ）土坑の年代観

土坑（陥し穴）の使用年代を検証するため、土坑覆土のテフラ分析を実施した。 特に、年代観を把握する

ため遺構使用時、または廃棄直後に流入したと考えられる土壌、すなわち覆土下位の土壌試料を対象とした。

以下に、各土坑内の覆土に認め られたテフラの産状か ら、土坑の年代観について考察を行う 。

ｷ TP15 

TP15の覆土下位の 3 層から検出された軽石は、その特徴から To-C u に由来すると判断される。 土坑覆

土に顕著なテフラの集積が認められないことから、本遺構使用時、または廃棄後にT O C u を含む土壌が

流入 ・ 埋積したと考えられる。 したがって、本遺構の年代観は、 To-C u 降灰時またはそれ以降であるこ

とが推測される。

ｷ SK12 

SK12の覆土下位の 8 層から検出された火山ガラスの屈折率は、 T o-C u やT o N b および八戸火山灰

のそれぞれとは異なる値を示した。 ただし、測定値は町田・新井 (1992） の記載で示された各火山ガラス

の屈折率を合わせた値の範囲内にある。また、本遺構は遺構確認面か ら約 lm下まで掘込まれていることか

ら、壁面より本遺構の地山と考えられる八戸火山灰層の崩落・混入も考えられる。 これらを考慮すると、八

戸火山灰とT o-C uが混在していると考えられ、周囲か ら流入した土とともに壁面から崩落した堆積物が

混在している可能性が高い。したがっ て、 本遺構もTP15 と 同様な年代観を示す可能性が高い。

今回は、 覆土内の埋積物を対象とし年代観の把握を行ったが、 さら に、 今後は、 遺構が構築された地山の

情報や遺構覆土内の埋積物の詳細な検証を行い、あらためて評価したいと考えている。

( 3 ）古植生の推定

①地点における花粉群集組成は、草本類の割合が多い。 検出される種群にも、ヨモギ属・ イ ネ科 ・ キク亜

科・タ ンポポE科などが多く認め られる。 これらの種群は開けた明るい場所を好む、いわゆる 「人里植物J

である。したがって、 当時の遺跡の周 り は高木の木本類が茂るような場所ではなく、比較的開けた環境であ

ったと推測される。

また植物珪酸体の産状からは、 To-C u の降灰層準を含む 3 層を挟んで 4層～ 2 層の間でヨ シ属の減少
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が見られた。ヨシ属は湿潤な場所に生育する種類であることを考慮すれば、 4層は湿潤な状態で形成された

が、 2 層では離水が進み、タケ亜科やウシクサ族などが増加したと思われる。

周辺の森林植生を反映すると思われる木本花粉についてみると、①地点の試料からはコナラ亜属・マツ属

が多産している。これより、当時の遺跡周辺はコナラ亜属とマツ属を中心とする植生が存在していたと考え

られる。コナラ亜属は、落葉広葉樹林を構成する要素である。宮脇編著 (1987）によれば、本地域の潜在

自然植生は、奥羽山脈から西はブナを主体とした森林、標高の低い太平洋側はミズナラ（コナラ属コナラ亜

属）を主体とした森林であるとされている。 また、河川沿いや低湿地などにはハルニレ・ケヤキ・ ハンノキ

などが生育するとされる。そのため、当時の台地や丘陵上にはコナラ亜属を中心とした植生が存在し、谷斜

面などにニレ属ーケヤキ属などが生育していたと推定される。岩手県内の分析調査例では岩手郡滝沢村の大

石渡遺跡や湯舟沢遺跡などがあり、縄文時代後・晩期の自然木にコナラ属コナラ亜属コナラ節が多く認めら

れている（松田， 1986 ；パリノ・サーヴェイ株式会社， 1993）。九戸郡軽米町の大日向E遺跡における縄

文時代晩期に相当する樹種同定結果では、 ク リ属・カエデ属・ニレ属・コナラ節が半数以上を占める （高橋，

1994）ことが確認されている。したがって、縄文時代後・晩期には県内の広範囲にコナラ亜属を中心とす

る植生が分布していたと考えられる。しかし、コナラ亜属と共に今回検出されたマツ属は極端な陽樹であり、

伐採された土地などに先駆的に入る種類である。一般にマツ属の増加は人間の植生干渉による二次林として

知られており、東北地方においては約500～400年前から急増するとされている（たとえば波田， 1987 : 

日比野・竹内， 1998など）。①地点の試料番号 5 が5000年前以降の堆積物であること、表土からの深度が

浅いことなどを考慮すると、より新しい時代のものである可能性や近世の流れ混みの影響を受けている可能

性が考えられる。

④地点では、 3 層からキク亜科の花粉化石が検出されたに過ぎず、その他の試料からは花粉化石・シダ類

胞子がほとんど検出されなかった。植物珪酸体の産状は 6 ～ 5 層と 4 層・ 3 層で異なった。このうち、 5 ～

6 層でクマザサ属を含むタケ亜科の産出が目立った。タケE科 （その中でも特にササ類）は、冷温帯落葉広

葉樹林の林床を覆う植物であり、伐採や災害（山火事 ・台風など）、樹木の枯死などで生じた開けた空間に

先駆的に進入してくる場合が多い。この点を考慮すれば、本層が堆積する過程でテフラの降灰などで開けた

空間が生じ、タケ亜科をはじめとしたイネ科植物が生育したことがうかがえる。ただし、 今回検出された植

物珪酸体の保存状態は全体的に良くない。 また、タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科と比較して風化に強く、

またその生産量も多く（近藤， 1982 ；杉山・藤原， 1986）、他の種類よりも残留しやすいことが知られて

いる。これらの点を考慮すると、タケ亜科の多産は見かけ上である可能性があ り、 今後さらに当該期の堆積

物を対象とした分析調査を実施し、検討することが必要である。

4 層・ 3 層では同様な種類が確認されるものの、タケ亜科の減少、ヨシ属・ ウシクサ族の増加がうかがわ

れる。なお、 4層ではヨシ属の産出が目立ち、 2 層では減少している。同様な傾向は、①地点でもT O C 

u の降灰層準を含む 3 層を挟んで確認されている。 そのため、植物珪酸体の産状からも④地点の 4 層 ・ 3 層

と①地点の 4 層～ 2 層が同時期であった可能性が考えられる。

なお、花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、堆積物中に取り込まれた花粉量が少なかった、 ある

いは取り込まれた花粉が土壌中の物理・化学作用や土壌生物の影響により消失した、 という 2 つの可能性が

あげられる。今回の場合、同一試料から植物珪酸体が豊富に検出されていることから、 取り込まれる花粉量

が少なかったとは考え難い。一般的に、花粉 ・ シダ類胞子の堆積した場所が、 常に酸化状態にあるような場

合には、花粉は酸化や土壌微生物によって分解 ・消失するとされている（中村， 1967 ；徳永 ・山内， 197 1 ） 。
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そのため、花粉が検出されなかった理由としては堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子が、その後の経年

変化により分解・消失したためと考えられる。

以上の結果、テフラの産状から想定される堆積年代と植生の変化についておおよその傾向を捉えることが

できた。ただし、各地点における花粉化石群集や植物珪酸体群集の層位的変化を詳細に捉えられず、植生の

変遷を検討するには至らなかった。今後は、各地点で採取した分析試料の追加分析とともに、 平内 E遺跡周

辺に認められる谷や沢などの堆積物の分析調査を実施するなど資料の蓄積を行い検討する必要がある。

III. 遺構の被熱に関する調査

1 .試料

試料は、土坑（焼土遺構）覆土4層から採取した土壌試料 1 点である。

-f 

2. 分析方法

粘土を加熱していくと、種々の鉱物が生成し、あるいは逆に変態して消失する。 X線回折分析は、粘土の

持つ性質を利用し、試料中にどの種の鉱物が存在するかを検出することによって被熱程度（焼成温度）を推

定する手法である。たとえば、イライトは950℃までしか存在しないのでイライトの回折スペクトルが検出

されなかったならば950℃以上の被熱であり、さらに斜長石は1100℃までしか存在しないので斜長石の回

折スペクトルが検出されたならば1100℃以下の被熱温度であると推定される。ただし、試料中の粘土は産

地によって組成のバラツキが大きく複雑であり、温度による物理的・化学的変化も複雑なものであるため、

実際には対照試料を用いた焼成実験を行うことが望まれる。以下に処理手順を示す。

乾燥 (105℃・ 2時間）させた試料をメノウ乳鉢で微粉砕して、 X線回折用アルミニウムホルダーに充填

し、 X線回折分析試料（無定方位試料）を作成した。 この試料（無定方位試料）について、以下の条件（足

立， 1980 ；日本粘土学会， 1987）でX線回折分析を行う。

装置：島津製作所製XD -3 A Time Constant : l.Osec 

十
Target : C u (Kα ） 

Filter : N i 

Voltage: 30KVP 

Current : 30mA 

Count Full Scale : 5,000C/S 

Scanning Speed : 2ー /min 

Chart Speed : 2cm/min 

Divergency : 1 。

Recieving Slit : 0.3mm 

Scanning Range : 3~ 45 ° 

検出された物質の同定解析は、測定回折線の主要ピークと回折角度から原子面間隔および相対強度を計算

し、それに該当する化合物または鉱物をX線粉末回折線総合解析プログラム（五十嵐，未公表）により検索

する。

3 結果

X線回折結果を図 4 に示す。

主な検出鉱物として石英（Quartz）、斜長石（plagioclase）、カリ長石 CK-feldspars） 、 クリストパライ

ト（cristobalite）のほか、磁赤鉄鉱（maghemite）が確認された。

なお、全体的に回折強度が弱いことから、試料中にはガラスが多く含まれていることが予想される。
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検出鉱物略号

Qz ：石英（quartz)

Pl ：斜長石（p!agioclase)

Kf ：カリ長石（Kfeldspars) 

Cr ：クリストパライト（cristobalite)

Mh ：磁赤鉄鉱（maghemite)
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図 4 焼土遺構 4層の X線回折チャー卜と検出鉱物

4 . 考察
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今回の焼土遺構4 層については、もとの鉱物組成が不明であり、含有される粘土鉱物種も分かっていない

が、磁赤鉄鉱（maghemite）と判別される回折線が確認されている。磁赤鉄鉱（maghemite）は、 200～

700℃の熱を受けることによって赤鉄鉱（hematite）へと転移する。焼土遺構 4層には検出鉱物として赤

鉄拡（hematite）が確認されていないことを考えれば、現状では被熱の可能性は低いと推察される。

ただし、これだけでは根拠が弱く、また、磁赤鉄鉱の転移温度域も幅広いことから、焼土周囲の鉱物組成

を確認し検討する必要がある。
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図版 1 テフラ（ 1 ) 

l.To-C u の軽石（④地点； 9)

3. To - Hの軽石（④地点； 24)

5. To -Cu (To N b混じり ？） の軽石
（①地点； 1 3)
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γ 

2. To -N K のスコ リア （④地点； 21 )

4. To C u と T o -Hの混在（⑥地点； 7)
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図版 2 テフラ（2 ) 

6. To - Hの再堆積（①地点 ； 22)
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7. To -C u と To -Hの混在（SK12-8)
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9. T o 一日の火山ガラス（④地点； 24)
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図版3 花粉化石
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6a 6b 7b 7b 

白血出
1. マツ属 （①地点； 5)
3. コナラ属コナラ亜属（①地点； 5)
5 . ヨモギ属（①地点 ； 5)
7 . タンポポ亜科（①地点； 5)

2. シナノキ属（①地点； 5)
4. イネ科（①地点 ； 5)
6 . キク亜科 （①地点； 5)
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図版4 植物珪酸体
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(1 3) 

1. クマザサ属短細胞珪酸体（④地点； 18)
3 . ススキ属短細胞珪酸体（①地点； 15)
5. クマザサ属機動細胞珪酸体（④地点； 18)
7 . ウシクサ族機動細胞珪酸体（④地点； 9)

4 3 

十
50um ...... 
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2. ヨシ属短細胞珪酸体（①地点； 15)
4. イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体 （①地点； 15)
6. ヨ シ属機動細胞珪酸体（①地点 ； 1 5)
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II. 平内 E遺跡出土遺物の自然科学的調査

岩手県立博物館咲山 まどか・赤沼英男

1 はじめに

岩手県種市町の平内 E遺跡は、平内工業団地造成に伴い平成11年から平成13年に発掘調査された遺跡で

ある。今回調査を行った鉄製品2点と煙管l点は表土直下から、また絵銭l点は表土除去後の木根処理中から出

土している。

2点の鉄製品のうちのl点には土砂が硬く付着していた。また、他の l点は錆化が進んでおり、器形が不明

確であったためX線透過観察を行った。煙管および絵銭は波長分散型蛍光X線装置で含有元素の半定量分析

を行った。その結果、 2点の鉄製品は釘、煙管は銅 亜鉛合金、絵銭は鋼、スズ、鉛を主成分とし、鉄、亜

鉛等を含む青銅製品であることが確認された。以下にその結果を報告する。

2. 調査資料

調査した資料は鉄製品2点、煙管 1 点、絵銭（厭勝銭、まじないぜに） 1 点である。煙管は羅宇がなく、

雁首、吸管、吸口部分を一体として製作された「延べ煙管」で、絵銭には「猿の駒引き」の絵が描かれてお

り、裏に「賓」の文字が見える。資料の概要を表 1 に、外観を写真 l a·b、写真 2 に示す。

3. 分析試料の調整ならびに分析方法

蛍光X線分析法は資料に連続X線を照射し、そこから発生する含有元素の特性X線を分光することにより

元素の種類や量を非破壊で調べる方法である。分析資料摘出が困難な文化財の調査に多用されている。

資料をエチルアルコールで超音波洗浄後自然乾燥し、波長分散型蛍光X線分析装置（WD S ）によって分

析した。

測定条件は以下のとおりである。

電圧： 50kV

電流 ： 50mA

X線照射範囲： 30mmφ

分光結晶： LIF（重元素）、 LIF ｷ GE （軽元素）

4 . 分析結果ならびに考察

資料No. 1 、 No. 2 の X線透過写真像（写真 2 ）によると、頭が平形、先端が角型の釘であることがわかる。

資料No. 3 （煙管）、資料No. 4 （絵銭）のWD S による定性分析チャートを図 la · bに示す。 No. 3 からは銅（ C

u）のKα線（2e =45 . o）、亜鉛（ Zn）のKα線（2e =48.6）、鉄（ Fe）のKα線（2e =57.5）、マグ

ネシウム（Mn ）のKα線（2θ ＝ 57.5）、鉛（Pb）のLα線（2θ ＝ 33.9）が検出されている。 No.4 からは銅

( Cu）のKα線（2e =45.0）、鉛（Pb）のLα 線（2e =33 . 9）、スズ（ Sn）のKα線（2θ ＝ 14.0）、鉄（ F

e）のKα線（28=57 . 5）、亜鉛（ Zn）のKα線（2e =48.6）、イオウ（ s ）のKα線（2θ ＝ 110.8 ）、

が検出されている。これら 2点の半定量分析値（含有量の概略値）は表 2 に示すとおりで、図 1 、表 2 から
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No. 3 は Cu-z n合金（黄鋼、真鍛）である。 一方、 No.4 は Cu、 Pb, S nを主成分とし、その他に数%の Fe, 

z nを含むCu Sn P b合金（青銅）である。

煙管は1605年に喫煙が大流行し、近代に至るまで愛用されているヘ 煙管は時代経過と共に形態が変化す

るヘ No. 2 の形態は火皿の大きさが小型化し、脂反しの形が直線になっている ことから、 1900年代に製造

されたものと推定されるヘ素材となった真織は室町時代以降に利用されるよ う になり、江戸時代には江戸

や大阪、京都に真織座が開設されたという 。非常に軟らかく、細工が容易な金属で、煙管の大半は真織によっ

て製作された。製作方法は鍛造で、伸ばした金属板を丸め、真餓蝋で蝋着して成形している2）。

絵銭（厭勝銭）は江戸時代になると、 身近な銭に形寄せして吉兆や信仰の対象として盛んに作られるよう

になる。 通用銭ではないが、縁起のよい馬や猿の絵をあしらい慶事や子供の遊び物としても使われた I ）。 銅

（融点1 083℃）はスズと合金を作ることにより、融点が下る。 さらに鉛が加わった銅、スズ、 鉛の三元系合金

は、鋼、スズの二元系合金よりも融点が低下し、溶融合金の流動性も増す。近世の溶銅製作に際し、溶融に

必要な温度を継続的に確保する作業は大変困難で、融点を下げるという操作は重要であったと推定される。ま

た鋳型に流し込む際、絵銭のように細かい絵柄のある鋳型には流動性がある合金を必要と したと考え られ

る。

岩手県種市町の平内 E遺跡より出土した「絵銭」 、 「延べ煙管」は、どこで製作され、どのようなルートで

運ばれてきたのか。今後それらの絵柄、 文字、 形等の人文科学的研究と併せて、 化学成分分析値が蓄積される

ことにより、産地や流通過程が明 らかになるものと期待される。

言主

1 ）岩手県立博物館「お金と人の世』 1 993、 83

2 ）古泉弘、江戸遺跡研究会 『江戸考古学研究事典』 200 1 、 188 十
表1 資料概要

資料Ne. 資料名
肉眼観察

長さ（cm) 直径（cm) 厚さ（cm) 推定年代 備 考
状態 色

1 多T 一部欠損 茶色 6.6 不明 錆化

2 長T 一部欠損 茶色 3.7 不明 土砂付着

3 煙管 yぇ三じ二p川noクκ 暗緑色 12.4 不明 延べ煙管

4 絵銭 ’フiプ二月rr三スシ 暗緑色 2.5 0.3 不明 絵柄：猿の駒引き

資料名、推定年代は種市町教育委員会千田政博氏による。

表2 資料の蛍光X線分析法による半定量分析結果（%）

資料No.
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写真 1 a 資料No.3 の外観写真

。

写真 1 b 資料No.4 の外観写真
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